
※詳細は「久万高原ラリー」公式ホームページ http://www2.odn.ne.jp/mac/

【正式結果】JN-1クラス４位  エントリー12 台／完走 10 台
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前日の激しい雨が止んで晴天となった初日、
路面は急速に乾き始めているが日陰は湿っ
た区間もある。前戦唐津と同様の車両仕様
で挑んだが SS１後半で予期せぬメカニカル
トラブルが発生。SS２までを走り切り、サー
ビスＡでミッション交換を制限時間30分内
で遂行。しかしSS４前半で交換したミッショ
ンも同様の不調が発生し、サービスＢで再び
制限時間30分内でミッション交換を行う。
その後の SS５,６はタイムを上げるも、総合
６位で LEG2へ折り返す。
　
２日目はドライ路面だが路面温度の低いコンディションで 23.28 ㎞のロングコース
を２回走行するステージ構成はまだ順位の変動もあり得る。前日のトラブルを解消
し安定した走りをキープ、上位車両の脱落もありポジションを２つ上げ総合４位で
完走した。
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LEG2 Totals       130.30 ㎞

【LEG２】5月1日（日）
天候／路面：曇り／ドライ
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【LEG１】4 月 30 日（土）
天候／路面：晴れ／ドライ
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LEG1 Totals     211.30 ㎞

ADVAN カヤバ KTMS GRヤリス 
奴田原 文雄
東　駿吾
山田、中沢、畦地
濱崎、飯島、松尾
内藤
大竹
田中

車 名 ：
ドライバー：
コ・ドライバー：
メカニック：
Ｋ Ｔ Ｍ Ｓ：
H K S ：
Ｋ Ｙ Ｂ ：
マネージャー：

【チーム体制】

２０２2 年４月 29 日（金）～ 5月1日（日）
松山オートクラブ（略称ＭＡＣ）
愛媛県上浮穴郡久万高原町 ハイランドパークみかわ周辺
総走行距離 341.60 ㎞／ SS総距離 110.10 ㎞／ SS数８本／
ターマック（舗装路）

【大会概要】日 程：
主 催：
場 所：
路 面：
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※写真は他にもございます。必要でしたらお申し付けください。

Dr. 奴田原 文雄 コメント
前戦では問題のなかったトランスミッションのメカニカルトラブルにより、サービスで交換作業を２回も行うこととなり
一時はリタイアを覚悟しました。しかし２基目のスペアミッションを快く貸して下さったＧＲチーム様、そして30分での
ミッション交換を２度も完遂させたチームスタッフの頑張りのおかげで、最後まで走り切る事がかない４位でフィニッ
シュできました。本当に皆さまに感謝しています。ミッショントラブルの原因は、ヤリスＧＲを速くするために当チーム
で投入している試作部品の破損です。次戦以降はこのような事が起こらないよう対策を徹底していきたいと考えます。

Co.Dr. 東 駿吾 コメント
新型コロナウイルス感染症が収まらない中、主催者、関係各所の皆様の尽力によりラリーに参加できたことに感謝し
ます。
結果としては、トランスミッショントラブルで出遅れましたが、サービスクルーを含めてそれを乗り越えることができ、
ライバルにもトラブル、アクシデントが発生するサバイバルなラリーで 4 位完走となりました。
コドライバーとしても、20 ㎞を超えるステージが設定されており、チャレンジングなラリーでした。能力不足を感じさ
せられることもありましたが、対策法もわかっているので、次戦までのインターバルで準備し、次戦でもドライバーが
最大限のパフォーマンスを発揮できるようにサポートしていきたいと思います。
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充電は今回もプリウス PHEV からスタート

ミッション交換作業



NUTAHARA Rally Team ：YouTubeチャンネルの紹介

Special  Thanks
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NUTAHARA Rally Team、総合2位でフィニッシュ！
ハイパフォーマンスを見せた「ADVAN KTMS GRヤリス」！

奴田原 文雄が選んだ、今大会ベストのスペシャルステージ。
R5ラリーカー ＋ 元F-1ドライバーに0.8秒まで迫った走り。
インカーカメラ、フルバージョンでご覧ください。

※過去の動画も公開しております。詳しくはこちら →
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